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①保護者のアンケートより
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平成２８年度　後期学校評価アンケートの結果
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クラスでは，工夫して分かりやすい授業を進めていること

子どもに基礎的な学力がついていること

子どもに家庭での学習習慣がついていること

子どもにしっかりと話を聞く力がついていること

学校では，読書の取組が進められていること

子どもは楽しく学校生活を送っていること

子どもは友達と仲よく遊んだり学習したりしていること

学校では，子どもたち一人一人を大切にしていること

学校では，人権を大切にする指導を行っていること

子どもにあいさつやきまりを守る習慣がついていること

学校では，健康に関する指導をしていること

子どもが運動や外遊びに親しんでいること

学校では，安全に対する取組をしていること

学校は子どもの様子などをHPやお便りで伝えていること

学校は，子どもの対応について，家庭と連携していること

学校・家庭・地域が連携して，子どもを育もうとすること

早春の候，保護者の皆様におかれましては，益々ご健勝のことと存じます。平素は本校教育に

ご理解，ご協力を頂き，誠にありがとうございます。

さて，後期末に行いました学校評価アンケートの結果についてご報告いたします。アンケートは

保護者,児童から調査を行い，グラフに表しました。
グラフは左から「よくできている」「大体できている」「あまりできていない」「できていない」で，保

護者アンケートはいちばん右に「わからない」を表示しています。
アンケート結果を今後の学校運営に活かしていくよう，努力していきたいと思いますので，今後
ともよろしくお願いいたします。

保護者アンケートの結果の中でプラス評価（「よくできている」と「大体できている」）が前期と比べよ

かったのは，「子どもが運動や外遊びに親しんでいること」で，約９％向上し，９６．１％でした。また，

「子どもにあいさつやきまりを守る習慣がついていること」においても約８％向上し８７．６％となりま

した。子どもが元気に遊んだり，地域の中でしっかりとあいさつの習慣ができてきたりしてきたことに

ついては大変世うれしく思っています。「クラスでは，工夫して分かりやすい授業を進めていること」

についても９１．５％のプラス評価をいただきました。「学校では，読書の取組が進められていること」

については８％の向上が見られますが，全体で８３．３％となっています。「子どもに基礎的な学力が

ついていること」では２．３％の微増となっています。目に見えて子どもたちの学力向上は伸びいて

いるわけだはありませんが，本校では国語科をベースとして，コミュニケーション能力を高めるよう

に，話し合い活動などを授業に取り入れています。引き続き子どもたちの学力向上に向けて取り組

んでいきたいと思います。
「'学校は子どもの様子などをHPやお便りで伝えていること」では０．８％の微減の評価でした。



②児童のアンケートより
京都市立深草小学校
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じゅぎょうにまじめにとりくんでいる

じゅぎょうのないようがだいたいわかっている

かならずしゅくだいやじしゅがくしゅうなどのべん…

せんせいやともだちのはなしをしっかりきいている

ほんをよくよんでいる

がっこうがたのしい

ともだちとなかよくあそんだりがくしゅうしたりしている

せんせいにそうだんしたりはなしをしたりしている

じぶんやともだちをたいせつにしている

まわりのひとにすすんであいさつをしている

やくそくやきまりをまもっている

はやね・はやおきをし，ごはんをしっかりたべている

スポーツやそとあそびでからだをうごかしている

あんぜんにきをつけてせいかつしている

いえのひとにいろんなことをはなしている

児童アンケートの結果の中で前期に比べプラス評価が一番向上したのは， 「せんせいに
そうだんしたりはなしをしたりしている」で，５．０％のプラス評価が向上しています。後期に
なり，担任との関係性が緊密となり，相談しやすい環境ができてきたものと思われます。し
かし，まだ，全体の７４％程度ですので，引き続いてしっかりと子どもたちとの関係性を考え
た指導の在り方を考えていきたいと思います。「はやね・はやおきをし，ごはんをしっかりた
べている」についても前期と比べ４％向上し，８５．４％となりました。しかしながら，基本的な
生活習慣ですので，約１５％に課題があると考えると，まだまだ家庭と連携し，取組を進め
ていく必要があります。「ほんをよくよんでいる」の項目では３．４％ダウンという結果でした。
読書については，コミュニティ図書館が併設された学校という利点を生かし，団体貸出など
で児童に読書の機会を提供していますが，高学年では自分から休み時間に図書館へ行っ
て好きな本を借りるということが少ないということが現状です。「がっこうがたのしい」の項目
でも，約２％の微減で，８８．２％でした。大変残念な結果でありますので，真摯に受け止
め，取組を見つめなおしていきたいと考えています。
プラス評価が高いのは，「じぶんやともだちをたいせつにしている」，「ともだちとなかよくあ
そんだりがくしゅうしたりしている」，「あんぜんにきをつけてせいかつしている」が９５％程度
のプラス評価があります。「せんせいやともだちのはなしをしっかりきいている」についても，
９４％と前期より若干向上しています。好結果に満足せず，来年度も人権の取組にも力を入
れていきたいと思います。
両方のアンケートの結果については教職員で共通理解を図ることで，今後も改善に努め
ていきたいと思います。教職員一同，深草小の子ども達のために力を尽くしていきますの
で，ご支援・ご協力をお願いします。


